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＜NGO 相談員事業＞「世界はみんなの力でできている」 

アイキャンには、毎月、学校や企業、各種イベント等、様々な出張授業・講演等のご相談が入ります。このよ

うなご相談は年々増加しており、NGO 活動や社会貢献等に興味・関心を持ってくださる方が増えていることに喜

びを感じます。しかし、講演を通して「世界の現状を知った」「NGOの活動の大切さを知った」とおっしゃってい

ただけるのは嬉しいのですが、残念ながら、単に「知る」だけでは、この世界は変わらないのです。 

私は、どのご依頼に対しても、単に世界の現状や NGO の活動を知ってもらうことだけを目的にお話をしたこと

はありません。いかに「世界はみんなの力でできている」ということに気付いてもらえるのか、世界規模の課題

を自分と結びつきのある「自分事」として捉えて「行動」に移してもらえるのか、を考えています。そのために、

対象に合わせた分かりやすい事例や、関心を示しそうな身近な話題を盛り込んで準備をしています。特に小・中

学生が対象の場合には、教員の知人や友人に、言い回しや言葉選び、事例が適切であるか、誤解を生むことにな

らないか、等の相談をすることも少なくありません。何度作っても伝えたいことが納得いくようにまとまらず、

当日の講演開始ぎりぎりまで準備をしていることも多々あります。 

6月 8日に、国士舘大学の学生約 170名を対象に、出張講義を行いました。お話をさせていただいた内容は、大きく「世界の課題と

私たちとの結びつき」「世界の現状と具体的な NGO の活動や存在意義」「私たちにできること」の 3 つです。講義後は、「世界の問題は

自分自身の問題でもあると気が付いた」「単なる安定ではなく、社会課題の解決を目指した就職活動がしたい」「心のどこかでは他人事

だった。私にできることを見つけ動かなければ」「小さな積み重ねが大きな

力になると知った。私にできることを 1つ 1つ大切にしたい。」という声を

学生からいただきました。また、大変嬉しいことに、聴講生の中の数名が、

ボランティア希望のご意向をくださったり、学校で取り組める貢献活動に

ついてのご相談をくださったりしました。講演の効果を計るのは難しく、

未だに反省することは多々ありますが、聞いてくださる方の心を動かし、

行動に移すきっかけを作ることができればと思っています。 

「世界はみんなの力でできている」。だからこそ「1人 1人の力で変える

ことができる」。信じ続けているこの思いを大切にしながら、今後も経験を

積み、私自身が、みなさんが「行動」に移すための、きっかけになれるよ

う、これからも努めて参ります。 

 

路上の子どもたち               6月 4日／マニラ（フィリピン） 

路上の子どもたち 14 名が復学しました 

ドロップインセンターの

子どもたち 14 名が、復学し

ました。ソーシャルワーカー

による日々の基礎教育活動

やカウンセリング活動に力

を入れたことにより、今年

は、昨年（9名）以上の子ど

も達が復学することができ

ました。復学したアンソニー君（10 歳）は、「学校へ戻ること

は出来たが、通い続けられるように、しっかりと勉強についてい

けるよう頑張っていきたい。」と話しました。 

ごみ処分場周辺に住む子どもたち  6月 14日／パヤタス（フィリピン） 

新しい販売場所の開拓のためのミーティング 

この日、SPNPのお母さんたち

はミーティングを開催し、収入

を安定化させるために、新しい

販売場所の確保等について話し

合いました。ミーティングでは

3 カ所の候補に対してアプロー

チしていくことを確認しまし

た。新しい販売場所候補に適し

た商品の開発も進めていく予定となっており、メンバーの一人は

「もし新しい販売場所でうまくいけば、さらに他の店にも広げて

いける。」と、意気込みを語りました。 

NGO 相談員                        6月 23日／愛知 

「ぼらマッチ！なごや」に出展しました 

愛知学院大学を会場に行

われた、「ぼらマッチ！なご

や」に「ＮＧＯ相談員」とし

て参加をしました。組織運

営・基盤強化に関する相談

や、ボランティア・インター

ンについて、多くの質問を頂

きました。ご質問いただいた

方からは、「ＮＧＯ相談員という気軽に活用できる相談窓口があ

ることを知ることができてよかった。」とのコメントを頂きまし

た。 

国際理解教育事業                      6月 30日／愛知 

「アジアン・カフェ」で事業説明を行いました 

コープあいち主催の「アジア

ン・カフェ」というアジアの七

夕をモチーフとしたイベント

にご招待いただき、フェアトレ

ード商品の販売や、クイズなど

を交えながら、アイキャンの事

業説明を行いました。フィリピ

ンから来日した方の生活改善

に関わっていらっしゃる参加者の方からは、「アイキャンの事業

や活動を知って刺激になった。自分ももっと頑張りたい。」との感

想を頂きました。 
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